
第11回総会(通算39回) 志茂まちづくり協議会 会議録 

 

日 時  令和元年 8月 28 日  PM7：00～8：10 

場 所  志茂ふれあい館 Ａホール 

出席者  志茂まちづくり協議会：役員 11 名、会員 6 名 

北区まちづくり推進課：坂本、田原、渡辺 

コンサルタント   ：金内、山中 

 

１．協議事項  

 ＜新役員（案）＞ 

・ニュース掲載の新役員（案）に関して、名前に誤りがあった。お詫び申し上げま

す。 

・役員の任期は 6 月 30 日までだが、役員の決議を行う今回の総会は 2カ月過ぎての

開催となっている。前任の方も新任の方も自分が役員なのかが曖昧になってしま

い、迷惑が掛かっていると思う。その点について一言ほしい。 

・日程の調整の関係等で、開催時期が遅くなってしまい申し訳なかった。役員(案)

に関して拍手で了承頂きたい。 

・了承。 
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＜志茂まちづくり協議会の運営について＞ 

・協議会では北区からの連絡･報告が中心となってしまい、協議会員同士の議論が出

来ていない現状がある。今年度からはコンサルをファシリテーターとして会議を

進めたい。北区は協議会員同士の議論が終わらないようにする趣旨で、事業の報

告をメインに行いたい。ニュースに関しては、現行は「まちづくり協議会ニュー

ス、協議会発行」だが、「まちづくりニュース、北区まちづくり推進課発行」に変

更したい。ニュースと開催通知を別にし、開催通知は町内回覧を考えている。 

・協議会の開催通知が回覧になると、集合住宅を中心に、周知が難しくなるのでは

ないか。 

・説明が抜けていて申し訳なかったが、協議会開催通知は掲示板等も使い、広く周

知する事を考えている。また HP や駅の掲示板の利用も考えている。 

・承知した。 
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３． 報告事項 

 ＜志茂まちづくり事業＞ 

・志茂二丁目児童遊園の整備について、志茂地域復興室の建物があった頃から、夜

中に若者が集まり、うるさくて迷惑をしていた。その場所を夜中も空いている公

園にしてしまうのは納得できない。 

・公園は、災害時の避難場所や一時集合場所としての機能を想定している。防犯や

騒音の観点から、夜間閉鎖を行っている公園は北区内にあるが、夜中に災害が起

きた時に使えないものになってしまう。夜間閉鎖に関しては一長一短があるが、

志茂二丁目の方々にご理解いただき、夜間間閉鎖は行わない公園として整備する

事になった。マナーを守るように呼び掛ける事や、区内全域で行っている防犯パ

トロールを重点的に行う等の対策を考えている。 

・町会に話しても、聞き入れてもらえず、今まで意見を言う場がなかった。防災の

事については分かるが、私達の穏やかな生活を邪魔されるのは納得が出来ない。

何かあった時の具体的な対処法や、連絡先を教えてほしい。 

・本日は公園の部署が来ていないので、この場で詳しくお答えできない。後日改め

て担当部署から回答する。 

・承知した。 

・工場跡地に、大きな賃貸 1K マンションが建つらしい。そのような建物に外国人が

入り、スラム化していくのではないかという危機感を持っている。荒川沿いにも

大きな空き地があるので、そういった建物が増えそうだ。また、住民の高齢化に

伴い、住民同士の結びつきが希薄になっている事にも危機感を持っている。 

・日本全国で、どうしたら良いか悩んでいる問題だと思う。こういう事を協議会で

議論していけると良い。町会さんでも議論されているかもしれないが、似たよう

なご意見があれば頂きたい。 

・町会でもそういった議論はされていなかったのでこの場で話している。後は避難

の事等も心配している。他にも言いたい事がある。 

・お時間に限りがある会なので、申し訳ないが次に進めさせていただく。協議会の

場で話し合いたい事柄があれば、事前にお知らせいただくとありがたい。 
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４．提案事項 

 ＜防災イベント＞ 

・役員会でのご意見を踏まえ、11月 2 日（土）志茂子ども交流館で開催の「しもっ

こフェスティバル」に出店を検討し、調整を行っている。外部の講師を呼び、災

害時の閉じ込め等の時に使うホイッスルの飾り付けをする防災ワークショップ

を検討している。 

・防災ワークショップとあるが、水害などの対策はないのか。 

・災害にも色々な種類があり、その内の一つとして、地震時に家屋が倒壊して閉じ

込められた時に使えるものを想定している。またワークショップに参加頂いたお

子さんの保護者の方などと、協議会との交流も目的として考えている。 
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○自由意見 
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・今日は新役員の方がいらしているので、紹介する場が欲しい。 

（新役員の加藤氏、大久保氏、田中氏に一言ずつお話しいただく。） 

・荒川に架かるＪＲ鉄橋の堤防の高低差の事が心配。ＪＲが工事を少し進めている

という話を耳にしたが、進捗状況は北区で把握されているのか。 

・ＪＲが動き出したという話は承知していない。国土交通省が、低くなっているＪ

Ｒの鉄橋周りの高さを合わせる工事を進めている。ＪＲは線路を上げる事しかで

きないが、その工事の予定は聞いていない。事前に大雨で洪水が予想される場合、

鉄道を止めて、雨の進入を防ぐものを置くなどして、具体的な対応をしていくの

だと思う。 

・北区、ＪＲ、国土交通省で立場が色々だと思うが、大雨が降った時、川が氾濫す

ると多くの人が言っているにも関わらず、責任が曖昧になってしまっている。北

九州の方で異常な大雨が降っているが、浦和や志木で同じような大雨が降れば、

この地域も危ない。行政として真剣に向き合って、回答を頂きたい。 

・これまでにも頂いてきた意見なので、まずはそのような声をまとめていく事が大

事だと思う。この場では資料がないため、詳しいお答えが出来ないが、何らかの

方法でお伝えしたいと思う。ＪＲの鉄橋は都心への通勤・通学の大動脈になって

おり、そういった状況のなかで現実的にどこまで工事が進めていけるかという事

もある。それを見極めながら、皆さんの声を伝えていく事が行政の役割だと考え

ている。 

・無電柱化に関して、勉強会の際にコンサルタントからソフト地中化の話があり、

用地がなくても出来るので良いと思った。今日の説明を聞くと、ソフト地中化は

次善の策であり、用地を取得して地上器を置くという話になっていたがなぜか。 

・ソフト地中化は、電信柱よりは細いが、結局は柱が出てきてしまう。そういった

点で、地上器を置くやり方よりソフト地中化は劣ると考え、次善の策として位置

づけている。 

・志茂二丁目児童遊園の名称決定のプロセスは、どのように考えているのか。 

・管理や運営に携わる志茂二丁目町会の方々と話し合いをしている。正式名称とは

別に愛称を決める事にしており、愛称名に関しては志茂二丁目町会の方々との話

し合いの中で決めていきたいと考えている。 

・「志茂四わかば児童遊園」は、ぬるく名前を決めてしまったので知名度が低くなっ

てしまった現状がある。「志茂ゆりの木公園」や「志茂三丁目小柳川公園」のよ

うに、地域を巻き込んでアンケートや投票を行うなどのプロセスを踏んだほうが

良いと思う。そうしないと、せっかく整備した公園でも、知名度が上がらず、愛

着も持てなくなってしまう。二丁目町会さんに話を聞く事は確かに大事だと思う

が、それを踏まえ、志茂全体を巻き込んでアンケートを取るなどした方が良いと

思う。せめて 3案位の中から投票をする等、考えていただきたい。 

・愛称名に関して、地域の方々の考えも取り入れられるやり方を、町会さんと相談

しながら考えていきたい。 
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・まちづくり協議会は 13 年間行ってきたと話があったが、その前に「防災生活圏促

進事業を進める会（ぼうけん会）」があり、私はその流れで参加している。ぼう

けん会の時は、志茂駅に開催告知を張ったりしていた。協議会の運営を変えると

いう話が出たが、そうであれば今までの経緯を見直した方が良いのではないか。

ぼうけん会の時は冊子を作り、皆さんに配布し、図書館に置いていた。ニュース

等で活動の経緯は書いてきたと思うが、何をやってきたか、私も皆さんも覚えて

いないと思う。何をやってきたか共有したうえで、次に何をやっていこうか決め

たほうが良いと思う。 

・次回の役員会等の場で、議論を深めさせていただければと思う。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催状況 


